仕        様        書
１  業務内容
    本業務は、広島市まちづくり市民交流プラザ（以下「施設」という。）の施設内外の清掃を実施することにより、衛生的な環境を確保し、建物等の保全を図るものであり、その内容は次のとおりとする。
⑴　業務実施日等
    ①　日常清掃
　　　　原則として、施設の休館日（毎月第３月曜日及び年末年始（１２月２９日から１月３日））を除く毎日とする。
    ②  定期清掃
        発注者の業務に支障のない日時とし、実施日については発注者、受注者協議のうえ決定する。

⑵　清掃を行う場所、面積、回数、内容等
      別表１～３のとおり。
      ただし、改修工事等の実施により清掃を要しない場合は、発注者の指示に従うとともに、別途協議して作業内容等を変更するものとする。
２  業務実施上の留意事項
⑴　業務に従事する従業員には、受注者名入りの統一した衣服を着用させるものとする。
⑵　従業員には、次の事項を遵守させるものとする。
    ①  品位を保ち、仮にも来館者に対し不快感を与えるような言動をしないこと。
    ②  節度あるきびきびした作業を行うものとし、だらだらした作業、話しながらの作業をしないこと。
    ③  休憩は、指定した場所で行い、特に作業途中で休憩するときは、機具資材を１箇所に整頓してから行うこと。
⑶　作業終了後は、指定の場所に機具、資材等を整理して格納するものとする。
⑷　業務に使用する洗剤、ワックスは無リン性のもので、洗剤、ワックスその他の薬品等は、それぞれ材質に適した優良品を使用するものとする。
　⑸　業務で生じたゴミは以下の表に従い分別し、発注者の指示するところに廃棄すること。
　　　（有料指定袋を使用する品目）

	区　　分
	種　　類
	内　　　　　　　　　　　　　　　容

	可燃ごみ
	生ごみ類
	食品、残飯等の焼却可能な生ごみ

	
	紙くず類
	資源として回収できない紙

	
	木くず類
	木くず、板きれ等

	
	衛生綿
	トイレのサニタリーボックス内の衛生綿

	不燃ごみ
	ビニール類
プラスチック
	ビニール製品、ポリエチレン製品、ゴム製品等


　　　
（有料指定袋を使用しない品目）

	区　　分
	種　　類
	内　　　　　　　　　　　　　　　容

	可燃ごみ
	落葉類
	落葉、剪定枝、雑草等

	資源ごみ
	紙　　類
	ダンボール、新聞、雑誌、書籍、書類、チラシ・空箱・封筒・包装紙等

	
	布　　類
	衣料等の再生利用可能な布類

	
	金 属 類
	空カン、金属くず、金属製品等

	
	ガラスビン
	再生可能な空き瓶

	
	ガラスくず
	再生可能なガラスくず

	
	ペットボトル
	飲料用、調味料用等

	
	発砲スチロール
	


３  報告事項等
⑴　受注者はあらかじめ発注者に対し、現場責任者及び従業員の住所・氏名を報告するものとする。
    現場責任者又は従業員に変更があったときも同様とする。
⑵　委託契約約款第６条に定める委託業務実施計画書は年間計画及び月間計画とし、年間計画は毎年度速やかに（平成２７年度分は契約締結後速やかに）、月間計画書は前月の２５日までに（平成２７年４月分については、契約締結後速やかに）発注者に提出しなければならない。
⑶　委託契約約款第１２条に定める委託業務実施報告書は清掃日誌と月間報告書とする。清掃日誌は、日常清掃について報告するものとし、毎日（休館日等の場合には翌日）、前日分を提出のうえ、発注者の確認を受けるものとする。

　　　月間報告書は、翌月１０日（ただし、３月実施分については、３月３１日）までに提出し、発注者の確認を受けるものとする。
なお、定期清掃については、月間報告書に添付するものとする。
４  費用の負担等
⑴　受注者は、委託業務に必要な限り、従業員の控室等発注者の施設の一部を使用することができるものとする。
⑵　業務を行うために要する費用のうち次のものは、発注者の負担とする。
    ①　電気料、水道料、ガス料
    ②　トイレットペーパー及び消毒石鹸液

　　③　ゴミを廃棄するときに使用する有料指定袋
      電気、水道及びガスの使用に当たっては、効率的に使用するよう努めること。
５  その他
    この仕様書に疑義があるとき、又は定めのない事項については発注者・受注者協議して定めるものとする。
